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　　木古内町議会だより　　

新井田　昭　男　議員

６月定例会

問　人口減で自治体存亡の危機　町民の不安払拭を

答　人口減対策検討会議設置　対応に努める　害害害　町長

質
　
問
　
木
古
内
町
の
人

口
減
対
策
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
も
一
般
質
問
を
行

い
、
最
優
先
課
題
と
し
て

抜
本
的
対
策
を
講
ず
る
よ

う
提
案
し
て
い
ま
す
が
、

現
状
を
見
て
も
一
向
に
そ

の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
率
　
．
６
％
、

４２

小
中
校
生
合
わ
せ
て
も
２

０
０
人
を
切
ろ
う
と
す
る

自
治
体
存
亡
の
危
機
に
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

方
法
や
手
段
で
町
民
へ
の

不
安
を
払
拭
す
る
の
か
、

町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

①
第
６
次
木
古
内
町
振
興

計
画
に
、
具
体
的
な
対
応

策
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
か
。

②
こ
れ
ま
で
の
人
口
減
対

策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

執
行
状
況
を
聞
き
た
い
。

③
過
去
の
一
般
質
問
か
ら

２
年
が
経
過
し
、
約
２
８

０
人
が
減
少
し
て
い
る
が
、

町
長
は
ど
う
感
じ
て
い
る

の
か
。

④
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の

２０

３９

女
性
人
口
が
２
０
４
０
年

に
は
半
減
し
、
当
町
で
は

２
０
１
０
年
の
３
３
１
人

か
ら
　
人
と
、
マ
イ
ナ
ス

４５

　
．
５
％
と
い
う
減
少
率

８６に
な
り
、
全
国
で
５
位
、

全
道
で
２
位
と
い
う
異
常

事
態
の
試
算
結
果
に
ど
う

立
ち
向
か
う
の
か
。

大
森
町
長
　
①
人
口
減
や

少
子
高
齢
化
対
策
の
具
体

的
施
策
は
、
実
施
計
画
で

事
業
展
開
を
図
り
、
新
た

な
施
策
は
、
実
施
計
画
を

見
直
し
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

②
保
育
料
の
軽
減
や
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
、
学
校
給
食
費
の
半
額

助
成
等
を
実
施
し
、
人
口

減
対
策
や
移
住
・
定
住
化

に
努
め
て
い
ま
す
。

③
財
政
健
全
化
計
画
を
進

め
な
が
ら
も
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
お
り
、
長
期

的
に
は
期
待
は
す
る
も
の

の
、
大
変
厳
し
く
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

④
庁
舎
内
に
人
口
減
対
策

検
討
会
議
を
設
置
し
ま
し

た
。
年
内
を
目
処
に
、
人

口
減
少
に
関
す
る
対
策
を

検
討
し
、
新
幹
線
の
開
業

や
高
規
格
道
路
の
開
通
な

ど
、
利
便
性
の
増
す
交
通

体
系
の
活
用
に
つ
い
て
も

議
論
を
進
め
ま
す
。

再
質
問
　
町
長
の
答
弁
内

容
で
は
、
何
の
危
機
感
も

情
熱
も
感
じ
ま
せ
ん
。
町

職
員
を
含
め
、
抜
本
的
対

策
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か

が
知
り
た
い
の
で
す
。
町

民
の
不
安
を
解
消
す
る
と

い
う
情
熱
は
あ
る
の
で
す

か
。

大
森
町
長
　
こ
れ
ま
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
が

専
門
的
に
や
っ
て
き
た
事

項
で
す
。
対
策
会
議
で
は
、

横
断
的
に
深
い
議
論
を
し
、

方
向
性
が
見
え
た
段
階
で

議
会
や
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
聞
い
て
、
こ
の

大
き
な
問
題
の
対
応
に
あ

た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
般
質
問

【５】

いっぱん質問いっぱん質いっぱん質問問

子どもは町の宝。人口減に対する抜本的子どもは町の宝。人口減に対する抜本的なな
対策を講ずることが求められています対策を講ずることが求められています　　


